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【方法】Articular Engineering 社から購入された OA-SY細胞は専用の培
地で再懸濁され、実験に用いられた。当該細胞に異なる濃度の IL-13 を添
加して培養し、上清中ペリオスチン濃度および IL-13の下流に発現する転














トリックス分解酵素を誘導する可能性が示されており（田鹿ら, In Vivo, 
2017）、ペリオスチンは OA時の病態進展を示すバイオマーカーとなると同
時に治療ターゲットの候補となりうる。また誘導経路に STAT6 が関与する
ことから関節リウマチの治療薬であるレフルノミドが OA 病態の進行を抑
制する可能性が示された。 
 
